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本年４月から新たな製材工場が四万十町
で稼働し始めました。新工場整備の総事業
費は約15億円で、国・県・町の補助金を活用
し、大径材に対応可能なコンピュータ制御に
よる製材機械、木材皮剥ぎ機械、木屑焚き
ボイラー、木材乾燥機７台、グレーディング
設備を導入するとともに、作業用建屋４棟を
新設しました。これにより、高品質な製材品
が量産可能で、特注品にも対応できる体制
が整いました。
当組合は、四万十川流域に点在する小

規模製材事業者の経営補完を目的とし
て、昭和47年に13工場で設立されまし
た。特に、従来の販売方法を画期的に改変
し、組合員の製材製品を持ち寄ることに
よって実施する共同販売事業は、買い方
の利便性も飛躍的に向上したことで順調
に拡大を続け、ピーク時の昭和58年には
21工場まで増加し、製品出荷額も25億円
に達しました。
しかしながら、木材不況により地域の木

材産業そのものが衰退していき、また、後継
者不足等も相まって、現在の組合員数は４
工場まで減少し、製品出荷額も2億5千万円
程度まで減少しています。
そこで、新工場に全組合員の経営資源を

集約し、住宅分野の拡大を図るとともに、急
速に需要拡大が見込まれる非住宅分野の製
材製品に対応できる商品開発や住宅邸別
出荷のサービス等、社会要求に対応した事
業への拡大を図り、高知県が有する森林資
源、特に高知県西部のヒノキ「四万十ヒノ
キ」を活用した木材産業の成長を目指すた
めの事業再構築に取り組みました。

理事長　伊藤 訓新 氏

こ
れ

知
っ
ち
ょ
い
て

ＳＤＧｓの目標達成に向けて

組合員の経営資源を集約して
木材産業のイノベーション！
最新製材施設を整備し、四万十ヒノキを全国へ

協同組合高幡木材センター

＜組合プロフィール＞
所在地 :高岡郡四万十町東大奈路505
ＴＥＬ:0880-22-1241
設立:昭和47年10月
組合員数 :4名
主な事業
共同加工事業、共同販売事業

協同組合
高幡木材センター
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　協同組合高幡木材センターでは、ＳＤＧｓの目標達成に向けて様々
な取り組みを行っており、その一つがバイオマス活用です。今回の新
工場整備事業で新たに導入した「木屑炊きボイラー」を使って、木材
製品の製造過程で出たバーク、端材チップ、おが粉等を燃やし、木材
乾燥機のエネルギーとして利用しています。
　このほかにも、合法木材供給による豊かな自然環境づくり、幼児・学
童への木育など、自分たちにできることから取り組んでいます。

組合等活性化情報誌 Vol.254情報組合等活性化情報誌 Vol.254情報

高品質かつ量産可能な製材品供給体制を確立

木材産業の環境変化と
今後の見通し

木材業界は、主要先である住宅分野が少
子化による人口減少の影響を受け、今後、
新設住宅着工戸数は大幅に減少すると予
測されています。また、工法はツーバイ
フォー工法など従来工法以外の割合が増加
しており、プレカットされた製品を邸別で出
荷するなど出荷方法も多様化しています。
そして、住宅分野に代わるのが、これまで

木材があまり使われてこなかった非住宅建
築物で、環境負荷低減の観点からも注目さ
れています。令和２年末には、国に続いて高
知県でも2050年のカーボンニュートラル
への取組みが宣言されましたが、高層ビル
や公共施設など非住宅建築物の木造化・木
質化を促進することで新たな需要先を開拓
する方向にシフトしつつあります。
ところで、なぜ木を切ることがエコなの

か、疑問に思う方も多いかもしれません。木
は年を取るとCO2を吸収しなくなるため、伐
採し植林することで森林を若返らせなけれ
ばなりません。現在、人工林の半数が樹齢

50年以上と言われ、このまま放置すると
CO2吸収量は将来的に減少していきます。
また、木は大気中のCO2を吸収して成長し、
炭素は木の中に貯蔵されます。そのため、身
の回りに木製品が増えれば増えるほど炭素
が貯蔵されることになります。特に、非住宅
は住宅とは比べものにならない量の木材を
使用しますので、脱炭素社会の実現に大き
く貢献します。
また、コロナ禍によって外国産材が日本

に入ってこなくなり、木材価格が急騰した
ウッドショックの影響はまだ続いており、加
えてウクライナ侵略に伴うロシア産木材の
輸入禁止や円安も相まって、国産材に注目
が集まっています。

ＪＡＳ認定取得と
新たな販路開拓

新工場は１日150㎥の処理能力があり、
３年後に20,000㎥以上、出荷額15億円
以上を目指しています。そのために今、販
路拡大に全力を注いでおり、特に非住宅建
築物に要求される高品質材としての品質・

性能を保証する「ＪＡＳ構造材」認証は不可
欠で、本年９月に取得できるよう手続きを
進めています。
これまで各社で対応してきた出荷を一

元化したことで、構造部材はもとより、役
物、羽柄、化粧材等、住宅で必要な部材を
取り揃えて提供できる強みを活かし、既存
顧客への出荷量拡大に加えて、新たに商
圏を拡大しています。さらに、これまで取引
のなかった非住宅分野では高品質材、新商
品部材、防耐火建築物で使用される大断
面集成材ラミナ部材などを活かし、木材商
社やゼネコン等の新規顧客開拓を図って
います。
現在までの販路開拓活動の成果として、

これまで県外の売り先は中京が中心でした
が、新たに関西圏、山口、茨城、富山などと
取引ができる目途がついています。また、高
品質かつ量産体制が整ったことで、大手商
社数社とも取引が始まりました。
目標値達成のためには、さらなる販路開

拓が必要ですので、引き続き県外の展示会
などにも積極的に出展するなど営業活動の
強化に努めていきます。

協同組合高幡木材センター

協同組合
高幡木材センター
公式ホームページ

起工式の様子

高品質材を実現する最新鋭機械「無人製材設備」 「木材乾燥機」

木屑焚きボイラー
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令和4年度 通常総会及び表彰式のお知らせ
◆日時  令和４年６月10日（金）14時30分～
◆場所 「三翠園」　高知市鷹匠町1-3-35

令和４年度　第１回理事会を開催
去る５月１８日（水）正午より、高知市鷹匠町「三翠園」において、本年度第１回目の理事会を開催しました。

第１号議案　令和３年度決算関係書類（事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案
　　　　　　並びに特別会計運用状況等）承認の件
第２号議案　令和３年度共済制度特別会計決算関係書類（事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算書、
　　　　　　剰余金処分案）承認の件
第３号議案　令和４年度事業計画（案）並びに収支予算（案）決定の件
第４号議案　令和４年度共済制度特別会計事業計画（案）並びに収支予算（案）決定の件
第５号議案　借入金残高最高限度額（案）決定の件
第６号議案　事業計画、収支予算等字句の修正及び流用又は追加更正
　　　　　　について会長一任の件
第７号議案　令和３年度新規会員加入承認の件
第８号議案　顧問委嘱の件

　当日は、本会理事23名が出席。通常総会提出議案を中心に、上記議案につい
ての審議を行い、全議案が満場一致で原案通り承認されました。また、中小企業団
体全国大会（長崎県）の案内も行いました。
　なお、通常総会及び表彰式は６月１０日（金）午後２時半より、「三翠園」において
開催しますので、会員の皆様、ご出席くださいますようよろしくお願いいたします。

………… 決 議 議 案 …………
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　今年の全国大会は長崎県長崎市です。本会では、下記のとおり、全国大会への参加を兼ねた観光視察研修旅行の参加者を募集
します。皆様のご参加をお待ちしております。

※新型コロナウイルス感染症の影響により、中止又は延期の可能性がございますのでご留意ください。 

※上記の旅程・参加料は予定のため変更する場合がありますのでご了承ください。

▲ ▲ ▲

▲ ▲
▲ ▲

▲ ▲ ▲ ▲

▲ ▲
▲ ▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

▲ ▲▲ ▲
▲ ▲

▲

お問い合わせ先　高知県中小企業団体中央会（担当：古谷　　 ・高瀬　 　）
TEL：088-845-8870　FAX：088-845-2434

第１日目
１１月９日
（水）

第２日目
１１月１０日
（木）

【日本三名橋】

眼 鏡 橋

10:40 11:05

第３日目
１１月１１日
（金）

参 加 料

【と　き】 令和４年１１月１０日（木）１４：００～１６：３０　【ところ】 出島メッセ長崎（長崎市尾上町4-1）

第74回 中小企業団体全国大会 長崎県
大会

市場

8
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インボイス制度（適格請求書等保存方式）とは・・？
○買い手は、仕入税額控除の適用のために、原則として売り手から交付を受けたインボイス（適格請求書）
　を保存する必要があります。
○売り手は、インボイスを交付するためには、事前にインボイス発行事業者（適格請求書発行事業者）
　の登録を受ける必要があり、登録を受けると、課税事業者としての消費税の申告が必要となります。

組合等活性化情報誌 Vol.254情報

インボイス制度への対応はお済みですか？
インボイス制度は、全ての事業者に関係します！
まずは、下記のお問い合わせ先までご相談ください

令和５年
１０月１日
スタート

▼

㹙Ⓩ㘓⏦ㄳᮇ㛫㸸௧㸱ᖺ㸯㸮᭶㸯日㸦㔠㸧ࠥ௧㸳ᖺ㸱᭶㸱㸯日㸦㔠㸧㹛

お問い合わせ先　高知県中小企業団体中央会　連携推進部（担当：松村　　 ）　TEL:088-845-8870

ͤ௧㸳ᖺ㸯㸮᭶㸯日࡛ࡲⓏ㘓ࡿࡍሙྜ

ࡦࡐ
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組合 Ｎｅｗ Ｆａｃｅ

県内の女性商業者等グループを応援します！
（女性商業者等活躍促進事業）

補助金額 ： 上限額30万円　  補助率 ： 定額
公募期間 ： 令和４年６月～７月（予定）
　※公募が開始された際は、本会HPにて公開いたしますのでご確認ください。
　　HP：https://www.kbiz.or.jp/　　　　

組合等活性化情報誌 Vol.254情報

〒７８０-０９０１  高知市上町３丁目１３番１４号
TEL０８８-８３２-３２６１          FAX０８８-８２２-７０６９
URL http://www.kochi-cgc.or.jp/

お金のこと、経営のことのほかにも、デジタル化の
推進や事業承継など、さまざまな経営課題に対して
その道のプロフェッショナルが解決策を提案します。
信用保証協会では、経営の「今」を全力でサポート
します。

八潮協同組合
設　　立：令和4年4月1日
所 在 地：高知市北本町1丁目7番26号
出 資 金：4,800,000円
組合員数：7名
主な実施事業：共同購買事業、高速道路等利用料金の共同精算事業 曽志崎雅也 代表理事

◎代表理事からの一言
トラック運送業界は、国内物流サービスの90％以上を支える「生活（くらし）と経済を支えるライフライン」
の担い手として、極めて重要な役割を果たしています。ところが、昨今の当業界を取り巻く環境は一段と厳し
く、人手不足や燃料高騰などの課題対策が喫緊に求められます。とりわけ中小企業が経営を維持し、地域経済
の持続的発展にも寄与していくには、更なる生産性向上を図るために業務改善やコスト削減の取り組みが必
要ですが、個々の努力では限界があります。
そこで今般、燃料及び資材の共同購買と高速道路等利用料金の共同精算を主に実施する協同組合を設立

して、コスト削減とともに企業間の情報交換や研修を通じた資質向上にも取り組んで組合員の経営力強化を
目指していきます。

　当該事業では、県内の女性団体を対象として、「新型コロナウイルス感染症の影響により停滞した活動の再活性化」や「新た
な生活様式への対応」、「団体活動の再構築等」の取組みを助成します。
　ぜひ、本事業をご活用ください。

お問い合わせ先　高知県中小企業団体中央会　連携推進部（担当：宮﨑　 　・ 松村　　 ）　TEL:088-845-8870
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本会では、県内ものづくり企業の生産性向上を図り、受注機会の確保や増大に繋げていくことを目的に、ものづくり基盤技術に
係る人材育成研修会を今年度も開催いたします。

※開催時期については予定となっており、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から開始時期は変更する可
能性があります。ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解いただきますようお願いいたします。
　開催日時が決定しましたら、テーマごとに改めてご案内をいたします。

組合等活性化情報誌 Vol.254情報組合等活性化情報誌 Vol.254情報

ものづくりの基盤技術強化を図る
令和４年度研修プログラムのお知らせ
－令和４年度ものづくり担い手育成事業－

協同組合高知県ＬＰガス保安調査センター
【テーマ】新システム導入による効率化で保安調査の実施体制強化を図る
●事業概要
当組合では保安調査の結果登録及び管理で使用するシステムの課題解消を図るため、新たなシステムの
開発・導入に補助事業（補助金約600万円）を活用した。
＜新システムに反映した改善事項＞
○調査結果や情報の登録更新作業で使用するポータル画面を、必要項目をスピーディに１画面で入力できる
ようにした
○調査日報に訪問件数集計機能を付加した
○必要とする区分別で保安結果報告一覧を印刷できるようにした
○端末出力時に閲覧できなかった登録情報を事務所で確認できるようにした
○調査地区毎の実施状況、未調査先、留意事項の抽出機能を付加した
○調査料請求書を自動で作成できるようにした

●成果と今後の展望
導入効果としては、システムのオペレーション所要時間の短縮化を実
現し、事業全般の効率化を図った。また中期的には、業務効率化による余
剰を活かして、保安調査先の新規開拓に取り組むことで、調査件数維持
による収入確保を図り、組合の安定経営を目指す。

―組合等情報ネットワークシステム等開発事業―

高知市卸売市場協会
【テーマ】ＢＣＰ策定セミナー～南海トラフ地震による津波被害への備えと早期事業復旧につなげる～
●取り組みの背景
高知市弘化台に所在する高知市卸売市場では、南海トラフ地震が発生した際の津波等により、甚大な災害

が発生する恐れがある。そこで、当地の事業者団体では補助事業を活用（開催経費の負担無し）して、減災対
策や発災後の避難及び早期復旧に向けた事業継続計画の策定に取り組むセミナーを開催した。

●内　容
＜開催数＞普及促進セミナー１回・策定セミナー４回
＜講　師＞高知大学　防災推進センター　危機管理分野 准教授 大槻知史氏　同 准教授 藤岡正樹氏

●成果と今後の展望
講義及び講師の助言のもと、想定災害レベルを設定して中小企業
庁の示す中級マニュアルをベースとしたＢＣＰ策定に取り組めた。
また、想定される災害への対策や事業復旧に向けた課題について意
見を出し合い参加者間で共有した。特に自身だけでは対応が不可能な
事項については、事業者団体組織で今後検討しながら、市場開設者の
高知市市場課への要望に繋げていくきっかけとすることができた。

―諸制度改正に伴う専門家派遣事業・連携組織活性化支援（課題対応）事業―

組合員への成果普及風景

セミナー風景

補助事業を活用した取り組みをご紹介いたします！ 中央会事業れぽーと

★当補助事業の詳細：公募情報は全国中央会HPをご覧ください。　https://www.chuokai.or.jp/index.php/subsidy/

高知県中小企業団体中央会　TEL：088-845-8870上記補助事業の詳細、活用のお問い合わせ先

㸯㸴日㸦ⅆ㸧ࠊ㸯㸵日㸦Ỉ㸧

㸯㸱日㸦ⅆ㸧ࠊ㸯㸲日㸦Ỉ㸧

㸲日㸦ᮌ㸧ࠊ㸳日㸦㔠㸧

㸯㸳日㸦ᮌ㸧ࠊ㸯㸴日㸦㔠㸧

㸦ᮌ㸧

㸰㸴日㸦ᮌ㸧ࠊ㸰㸵日㸦㔠㸧

㸰㸲日㸦Ỉ㸧ࠊ㸰㸳日㸦ᮌ㸧ࠊ
㸱㸯日㸦Ỉ㸧ࠊ㸷᭶㸯日㸦ᮌ㸧

㸴

お問い合わせ先
高知県中小企業団体中央会　経営支援部（担当 ： 小澤　　 ）　TEL：088-845-8870　E-mail：ozawa@kbiz.or.jp
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本会では、県内ものづくり企業の生産性向上を図り、受注機会の確保や増大に繋げていくことを目的に、ものづくり基盤技術に
係る人材育成研修会を今年度も開催いたします。

※開催時期については予定となっており、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から開始時期は変更する可
能性があります。ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解いただきますようお願いいたします。

　開催日時が決定しましたら、テーマごとに改めてご案内をいたします。

組合等活性化情報誌 Vol.254情報組合等活性化情報誌 Vol.254情報

ものづくりの基盤技術強化を図る
令和４年度研修プログラムのお知らせ
－令和４年度ものづくり担い手育成事業－

協同組合高知県ＬＰガス保安調査センター
【テーマ】新システム導入による効率化で保安調査の実施体制強化を図る
●事業概要
当組合では保安調査の結果登録及び管理で使用するシステムの課題解消を図るため、新たなシステムの
開発・導入に補助事業（補助金約600万円）を活用した。
＜新システムに反映した改善事項＞
○調査結果や情報の登録更新作業で使用するポータル画面を、必要項目をスピーディに１画面で入力できる
ようにした
○調査日報に訪問件数集計機能を付加した
○必要とする区分別で保安結果報告一覧を印刷できるようにした
○端末出力時に閲覧できなかった登録情報を事務所で確認できるようにした
○調査地区毎の実施状況、未調査先、留意事項の抽出機能を付加した
○調査料請求書を自動で作成できるようにした

●成果と今後の展望
導入効果としては、システムのオペレーション所要時間の短縮化を実
現し、事業全般の効率化を図った。また中期的には、業務効率化による余
剰を活かして、保安調査先の新規開拓に取り組むことで、調査件数維持
による収入確保を図り、組合の安定経営を目指す。

―組合等情報ネットワークシステム等開発事業―

高知市卸売市場協会
【テーマ】ＢＣＰ策定セミナー～南海トラフ地震による津波被害への備えと早期事業復旧につなげる～
●取り組みの背景
高知市弘化台に所在する高知市卸売市場では、南海トラフ地震が発生した際の津波等により、甚大な災害

が発生する恐れがある。そこで、当地の事業者団体では補助事業を活用（開催経費の負担無し）して、減災対
策や発災後の避難及び早期復旧に向けた事業継続計画の策定に取り組むセミナーを開催した。

●内　容
＜開催数＞普及促進セミナー１回・策定セミナー４回
＜講　師＞高知大学　防災推進センター　危機管理分野 准教授 大槻知史氏　同 准教授 藤岡正樹氏

●成果と今後の展望
講義及び講師の助言のもと、想定災害レベルを設定して中小企業
庁の示す中級マニュアルをベースとしたＢＣＰ策定に取り組めた。
また、想定される災害への対策や事業復旧に向けた課題について意
見を出し合い参加者間で共有した。特に自身だけでは対応が不可能な
事項については、事業者団体組織で今後検討しながら、市場開設者の
高知市市場課への要望に繋げていくきっかけとすることができた。

―諸制度改正に伴う専門家派遣事業・連携組織活性化支援（課題対応）事業―

組合員への成果普及風景

セミナー風景

補助事業を活用した取り組みをご紹介いたします！ 中央会事業れぽーと

★当補助事業の詳細：公募情報は全国中央会HPをご覧ください。　https://www.chuokai.or.jp/index.php/subsidy/

高知県中小企業団体中央会　TEL：088-845-8870上記補助事業の詳細、活用のお問い合わせ先

㸯㸴日㸦ⅆ㸧ࠊ㸯㸵日㸦Ỉ㸧

㸯㸱日㸦ⅆ㸧ࠊ㸯㸲日㸦Ỉ㸧

㸲日㸦ᮌ㸧ࠊ㸳日㸦㔠㸧

㸯㸳日㸦ᮌ㸧ࠊ㸯㸴日㸦㔠㸧

㸦ᮌ㸧

㸰㸴日㸦ᮌ㸧ࠊ㸰㸵日㸦㔠㸧

㸰㸲日㸦Ỉ㸧ࠊ㸰㸳日㸦ᮌ㸧ࠊ
㸱㸯日㸦Ỉ㸧ࠊ㸷᭶㸯日㸦ᮌ㸧

㸴

お問い合わせ先
高知県中小企業団体中央会　経営支援部（担当 ： 小澤　　 ）　TEL：088-845-8870　E-mail：ozawa@kbiz.or.jp
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高知県地域事務局
高知県中小企業団体中央会

〒７８１－５１０１　高知市布師田３９９２－２　高知県中小企業会館 5階
ものづくり補助金事業推進室
ＴＥＬ：０８８－８４５－６２２２／０８８－８４５－８８７０

製造業： ＮＣ工作機械、検査・選別機、スライサー、洗浄機、充填機
建設業：三次元測量システム、超音波測深システム、アスベスト除去装置
小売業：ウォークイン・ストッカー、受発注・在庫管理システム
飲食業：冷凍冷蔵庫、冷蔵ショーケース、グリラー、製氷機、真空包装機
サービス業：業務用洗濯・脱水機、プレス機、ミシン、検針機

導入設備例

その他の
導入設備例

炭素生産性向上を図る設備
投資で、脱炭素に対応したい
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　本事業は、ウィズコロナ・ポストコロナの時代の経済社会の変化に対応するために、思い切った事業再構築に意欲を有する
中小企業等の挑戦を支援するもので、引き続き公募中（第６回）です。
　本会では、組合や組合員企業が作成した事業計画書のブラッシュアップをお手伝いしておりますので、お気軽にお問い合わせください。

活用イメージ

事業再構築補助金事務局コールセンター（受付時間：9:00～18:00 土日祝日を除く）
ナビダイヤル：０５７０－０１２－０８８　ＩＰ電話用：０３－４２１６－４０８０
高知県中小企業団体中央会
〒７８１－５１０１ 高知市布師田３９９２－２ 高知県中小企業会館４Ｆ　ＴＥＬ：０８８－８４５－８８７０　Ｅ-ｍａｉｌ：ｉｎｆｏ＠ｋｂｉｚ.ｏｒ.ｊｐ

お問い合わせ先



11

えいところ！えいところ！

組合等活性化情報誌 Vol.254情報

全国安全週間準備説明会のご案内

“事業場に安全衛生旗を掲揚しましょう”

高知労働基準協会からのお知らせ

高 知 県 か ら の お 知 ら せ
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鰹の一本釣りで有名な漁師町・久礼にあ
る、町民の台所として親しまれている市場。
鰹はもちろん、その日水揚げされたばかり

の新鮮な旬の魚をはじめ、地元農家の野菜
や果物、総菜などが並ぶ活気に溢れた昔な
がらの商店街です。
高知市内から車で約1時間。生カツオの

刺身や本場の藁焼きカツオのタタキを味わ
いにお越しください！

　企画・ど久礼もん企業組合では、
「久礼・大正町市場」の商品を中心
に、地場産品を使った商品開発や販
売、カツオのタタキ実演出張販売、実
店舗の運営を行っています。
　魅力的な商品が多数揃っています
ので、ぜひお気に入りの商品をゲット
してください！

久礼大正町市場（大正町市場協同組合） 企画・ど久礼もん企業組合

地域おこし協力隊レポート⑥

中土佐町で見つけたこじゃんとえいところ！中土佐町で見つけたこじゃんとえいところ！

飯島　賢（いいじま さとし）
出身：静岡県熱海市　年齢：31歳　着任：2021年5月
◆中土佐町人口：6,242人（2022年3月末現在）

土佐のこじ
ゃんと

えいところ！
土佐のこじ

ゃんと

えいところ！ 中土佐町
飯島　賢

組合等活性化情報誌 Vol.254情報

住所：高岡郡中土佐町久礼6370－2
電話： 0889-59-1369
(※水曜・土曜除く)
ＨＰ： https://xn--3iqz5v2uac6ljot32netg.com/

住所：高岡郡中土佐町久礼6530
電話：0889-52-3822
ＨＰ：https://www.dokuremon.com/
【通販サイト】https://shop.dokuremon.com/

HP Instagram

地域おこし協力隊になったきっかけ
着任前まで地元の市役所で働いていました。朝から夜まで忙しなく働く日々で時間がどんどん過ぎているなか、東京での移住イベ

ントで中土佐町を知りました。そこでもともとやりたいと思っていた地域商品の外商やマーケティングなどの仕事ができる協力隊の募
集を聞き、「人生一度、やりたいことをやる」の気持ちだけで応募しました。

協力隊の活動
中土佐町の商工会に席を置かせていただき、商工会職員とともに外商支援活動に取り組んでいます。商工会が2017年に立ち

上げた「地域ブランド研究会」という活動のなかで、地域の商品を県内だけでなく全国へと売り出すよう支援をしています。具体的には、

１．バイヤーへの説明や商談会などで使用していただく地産外商のための
　パンフレット「MADE IN NAKATOSA」を制作・配布
２．インスタグラムやホームページを中心とした情報発信
３．ふるさと納税等の商品撮影・取材編集
４．イベントの企画・開催

など多岐にわたる活動をしています。その他、外商にかかる支援についてテレビ撮影のお手伝いや商品開発のお手伝いなども行い
ます。行政とも円滑に調整しながらひとりでも多くのお客様へ中土佐町の事業者や商品を知っていただき届くよう日々 活動しています。

地域ブランド研究会とは
地域活性化のため、外商活動をする事業者を応援したいと「稼ぐ」を

テーマに人材育成を中心としている事業です。商工会を起点に役場と
も連携しながら外商活動を積極的に行う町内16事業者が集まり勉強
会やセミナー、イベントなどを開催しています。中土佐町の地域資源を
活用した商品づくりと販路拡大を支援し、事業者・商品の認知や売上
の増加、地域ブランドの推進を図っています。

これからについて
令和４年6月18日（土）に高知蔦屋書店テラスにて食材や商品

を直接生産者が販売するMADE IN NAKATOSAフェアを開催
しますのでぜひお越しください。また東京の日本橋三越伊勢丹本店
でのフェアも企画をしています。商工会や役場とともに外商支援に取り
組むことはもちろんですが、協力隊卒業後を見据えた自分の事業づくり
にも力を入れ、楽しく仕事をしていきたいと思っています。

地域ブランド
研究会
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情報連絡員報告を
中心とした

2022年4月
(前年同月比)県内各業界別の動向

4月中旬以降、売上高については好転してきた。原価高騰への対応は、値上げが進んでいるが、一部で値上げ交
渉が成立しない商品も見受けられる。食品原材料の値上がりや重油、ガス、電気等全般的な値上がりがどこまで影
響するか気になる。

徐々に市場の動きに活発化が感じられる。コロナ禍前には程遠い感ではあるが。新型コロナウイルスの影響に関
しては、今後は飲酒の習慣性に変化が出てくるのではないか。

出荷数量は前年同月より増加。令和元年5月分の出荷から西日本豪雨による災害復旧工事の発注により増加が続
いていた。令和2年7月分以降は、増減を繰り返し、令和4年4月分は増加に転じた。

4月度は、全商品平均で105.3％。前年より好転している。エアコンと白物家電が好調だった。

販売価格の上昇等により売上高は前年比約5％上昇はしたものの、依然としてコロナの影響は続いており、業務
関係は不調である。

中央公園地下駐車場　売上前年比130.6％　利用台数前年比124.2％。2年中止となったよさこい祭りを通常ど
おり開催することで進んでいるが、感染対策や競演場の運営体制など様々な課題が生じている。

職場の移動で人が大きく動きだした。地元の人達はまだ出歩く頻度は少ない。イベントはごく小規模のものを開い
た。県外客は日に日に増えはじめている。観光協会の出すクーポン券にも期待している。

宿泊は稼働も上がり、回復しつつあるが、歓送迎会等の宴会部門はほぼ伸びないまま低調である。ＧＷ明けの感
染者数によっては影響が心配される。

ホームクリーニングでは、春の繁忙期需要が回復しつつある。しかしコロナ前の需要には至っていない。また、石
油価格高騰の影響でガソリン、灯油、重油など燃料費が高止まり、ハンガーなど石油関連資材の値上げも続いて
いる。これを受けクリーニング価格値上げの波がある。ホテルリネンの需要も回復しつつあるが、宴会需要は少な
い。病院リネンは順調。新型コロナウイルスの影響に関しては、リモートワークや外出自粛の影響で需要減少が続
いている。今後は、行動変容の定着で、コロナ前までの需要回復は見通せない。

3月との比較でスギ、ヒノキ共に量・価格ともに横ばいの状況である。新型コロナウイルスの影響に関しては、今後
まん延防止等重点措置が発せられなければ、ワクチン効果もあり、自然と落ち着いてくるのではないか。

原木等原材料の品不足傾向が続いている。

県内家庭紙メーカーの出荷状況は、厳しい中でも、大型連休を控えてやや回復の兆しは見られる。現在の製品価
格では、出荷するだけ赤字となる為、値上げ交渉に注力しているが、難航している模様。

新型コロナウイルス感染症のまん延防止等重点措置は解除になったが、まだまだ感染者は増加により厳しい状況
に変わりなく、それに加えて、原材料・燃料・薬品ほかの大幅な値上がりに伴い、今後値上げのダブルの影響が予想
される。又、店にお客が戻ってないので、売上・注文に影響がある。

全般に先月に引き続き回復傾向。県内は官公需、民需共まずまず。県外需要は業種によるがイベント関係が好調
感。但し2019年と比較するとまだまだ厳しい。

なし
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業界の状況
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セメントを始めとする原材料費のアップ、燃料のアップによる輸送コストアップが経営を圧迫している。価格転嫁に
ついて購入者と協議中。新型コロナウイルスに関しては、将来、公共投資予算に影響なければ良いが・・・。

当月より価格の改定があり、値上がりをし、商品の流れが若干止まったと思われる。今後新型コロナウイルスの様
子も注視しながら販売努力をしていかなければならないと思われる。連休以降どのようになるかが不安。

新型コロナ禍等の影響により（半導体等の材料不足で）資材高騰、品薄が続くなか、受注量の確保や価格転嫁に
苦慮しつつ、徐々に売上高を伸ばしてきている。ほかには家族感染等で従業員自宅待機がある。今後、新型コロナ
感染による休園、休校が多くなると、従業員の勤務に支障が生じる恐れがある。

生産状況は引き続き高水準で推移している。新型コロナウイルスの影響に関しては、現在は業績への影響は少な
いが、今後行動制限が緩和される一方隔離制限が緩和されなければ、感染者の増加により従業員が感染したり濃
厚接触となるケースが増え、業務が滞る懸念がある。

4月の取引額は前年同月比61％と、依然として回復の兆しは見えない。消費者の購買力が依然低調。

マグロは高値で入荷が少ない。入り用でも値が合わない。安ければ入手したいが…小物も入荷が少ない。カツオは
順調に入荷している。去年と比較すると売上高は上向きの傾向にある。新型コロナウイルスの影響に関しては、行
動制限が緩和されて飲食業界にも少しは活気が戻る。

状況は変わらず。慣れが出てきたのか、少し商店の方に新型コロナに対しての今までの疲れがたまっているように
見える。

オークション等流通量の減少も相まって在庫確保が厳しいが、前年同月と同様の数字を確保。高年式車の商談件
数が増加傾向にある。

前年度比110％～120％を売り上げ、やや回復基調だが、例年（コロナ禍以前）との比較は８割程度、光熱費や仕
入れ価格の高騰は収益を圧迫し依然厳しい状況。新型コロナウイルスの影響に関しては、集客減、売り上げの低
下のほか、今後は業界全体の規模が縮小するのではないか。

慢性的な人手不足が続いている中、問合せや案件はほぼ前年と変わらず、安定的にある状況。IT活用を促進する補
助金利用を検討する企業が増えており、今後ますます案件は増加するものと思われる。一過性の売上でなく継続的
な契約に結び付くことを期待する。新型コロナウイルスの影響に関しては、他業種が補助金を活用することにより業
界自体が活発化している。今後は現状よりさらなる人材不足がすすむと思われ、RPA導入も進むのではないか。

セメント、骨材等原材料及び燃料・輸送費等引き上げにより、生コン価格も引き上げやむを得ず、連合会主導で実
施。県下一円で、生コン価格の引き上げを4月より本格化（高幡地区等一部地域では、先行して本年2月より引き
上げを交渉・実施）。当組合は、今回の動きについて、建設物価調査会からも、ヒアリングを受け、設計単価引き上
げのための調査に協力していくもの。新型コロナウイルスの影響に関しては、現在は感染者数の増加による工事
への影響があり、今後についても感染者の増加。WITHコロナは、仕方なく、人手不足が一層深刻化する。

コロナ禍でイベント関連事業主力の事業所は、大変な状況。６月出荷分より、店舗用装飾テント材料代値上げ（１５～
２０％）が決定している。感染拡大防止策でイベント関連事業の中止、延期で売上ダウンの状況がまだまだ続いている。

3月までは公共工事があったが、4月に入り公共工事がなくなり、民間の仕事だけでは仕事量が少ない。ウッド
ショックは続いており、材料代は値上がり続けているが販売単価に転嫁できていないところがある。新型コロナウ
イルスの影響で障子、襖の張り替え工事等施主様が来てもらいたくないということも。今後しばらく続きそう。

1.4月中旬あたりから徐々に外食・観光産業での動きが出てきた印象。特に、ゴールデンウィーク用の仕入れに関
しては3年振りに活気が感じられた。2.但し、市内中心部の居酒屋については、動きが鈍かったように感じる。3.全
般的に景気回復は感じられない。4.今後は衛生管理徹底のための投資が嵩んでくると思われる。

全国販売平均価格が170円を超え、燃料油価格激変緩和事業が発動され3ヶ月が過ぎた。ガソリンスタンドにとっ
ては仕切り価格も乱高下が激しく、対応に困惑するところ。また、オミクロンの感染もおさまる様子もなく感染しても
比較的症状は軽いとのことで連休にはかなりの人の移動が予想され、経済の活性につながることを期待したい。新
型コロナウイルスの影響に関しては、全国的にオミクロンへの感染拡大が止まらないが連休の販売増を期待。

新型コロナウイルス感染症の規制が緩和されてきており、少しずつ人の流れが増えてきたように感じるが、販売価
格の高騰による消費減少、さらに格安にて販売しているスーパーやドラッグストアなどには太刀打ちできない。新
型コロナウイルスの影響に関しては、感染者数の増減によって、人の流れに変動がある。ゴールデンウイークによ
り、県外から人の流れが増えることで感染者が増えるのではないかと不安視する人が多い。

組合クーポン前年同月対比81％。全旅クーポンを加味して114％。令和元年度との売上対比は45％なので、前
年度を上回っても旅行業界の景気回復と簡単に捉えることは困難である。県民割の拡大は徐々に始まっている
が、全国展開のGOTOトラベル事業再開が旅行業界景気回復のカギとなっている。

荷動きは鈍く、燃料価格は政府補助金で若干の値下げとなったとはいえ高値で推移しており、組合員企業の経営
は非常に厳しい年度初めとなった。また組合事業も若干の減額となった。今後、荷動きが戻らなければ収益が落
ち、経営を圧迫すると思われる。

組合員の施工する電力引込線工事量は、前年同月比166.5％となった。高知中央、香長地区が前月の反動もあ
り、大幅に増加した。新型コロナウイルスの影響に関しては、インフラ関係なので、経営に直接影響されることは
少ない。

実働1日1車当りの前年同月比営業収入：95.1％、輸送回数：96.6％、実働率は48.9％。雇用人員（運転者）の減少
に燃料費の高騰が追い打ちをかけ厳しい経営状況となっている。
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